
The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoclatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 二　St二udles

（44） 印度學佛敏學研究第 64 巻第 1号　平成 27年 12月

プ ダク写本カ ン ギ ュ ル 所収 『八 千頌般若』の

　　　　　　　　　　　　位置付け

庄　司　史　生

1． は じめ に

　本研究 は
， 現 存 する 〈般若経〉の 内， 特 に 『八 千頌般若』（As；asahasrika 　Pray

’
n
’
dPδ一

ramit 」） を中心 とす る 〈拡大般若経 ＞1） の 編纂過程解 明 を 目的 とする もの で あ る．

筆者 は既 に次の 2 点に つ い て 指摘 した．

　まず ， チ ベ ッ ト語訳 『八千頌般若』（
’
Phags　pa 　shes 　rab 　kyi　pha 　rol 　tu　phyin　pa 　btgyad

st・ngpa ）に は
， 『現観荘厳論』（Abhisamaydla ，？rhara ）か らの 影響 によ り改編が なされ

る前 の 梵語原典か ら翻訳 され た テ キ ス ト （系統 A ）と，同論 か らの 影響 に よ り改編

が なされ た後の 梵語原典に 基づ き改訳 が なされ た テキ ス ト （系統 B）とい っ た 旧 ・

新 2 系統の テ キ ス トが現存 して い る．つ ま り梵語原典 にお い て ， 少な くとも2 種

の 『八 千頌般若』 （以下 『入 千頌』）が ， あ る時期 まで 存在 して い た とい える 2）． 現

行の 梵本 は新 しい テ キス トで ある．

　次 に ， チ ベ ッ トに はチ ベ ッ ト語訳 『八 千頌』 を 3 種 に分けて とらえる伝承が 存

在す る 3）． こ れ は ，訳語 の 相違 とい う点か らチ ベ ッ トにお い て 『八 千頌』 を 3 種

に分類 した もの で あ る ． こ の よ うに訳語が異 なる数種の ヴ ァ
ー ジ ョ ン が流布 した

背景 と して t 梵語原 典 自体に対す る改編が ， チベ ッ ト語初訳 の 後 に もなされ た こ

とが 関係 して い る と推定され る 4）．

　以上 の よ うに ， 『八 千 頌』の展 開を考 え る際に は，チ ベ ッ ト語訳諸本 を手が か り

として ， 次の 2 点の フ ィ ル ター を通 して 分類 する こ とが 可能 で あ る ．

　｛
　　  梵語原典 の 相違 に基づ く分類 （庄司 ［2009］を参照）

　　  訳語の 相違 に基づ く分類 （庄司 ［2014］を参照）

　チ ベ ッ ト語訳 『八 千頌 』 に 関す る 限 り， カ ン ギ ュ ル の 系 統研 究の 成果 の 他 に，

以上の 2 点をふ まえた系統分類 を考慮 しなが ら， その 編纂過程 に つ い て 考察す る

必要が あ る とい える．
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プダク写本 カ ン ギ ュ ル所収 『八千頌般若』 の位置付け （庄　司） （45）

　以 上 をふ ま え ， 本稿で は プ ダ ク写本 カ ン ギ ュ ル 所収 『八 千頌』の 位置付けに つ

い て考察 し， 〈拡大般若経 〉編纂過程解 明の
一

助 と した い ．

2． チ ベ ッ トに伝 えられ る 3 種 の 『八 千頌般若』 とそ の 成立順序

　 チベ ッ トの 伝承に よる と， チベ ッ ト語訳 「八 千頌』諸本 は，訳語 を手が か りと

して 3 種 に分類 され て い る 5）． これ は経典 第 1 章の 前半部 に み られる Sireuikaの エ

ピ ソ ー ド6）に お け る訳語の 相違 に基づ きチベ ッ ト語訳諸本 を 3種 に分類 する もの

で あ る． 具体的 に は ， 梵語 lirenikaに対 す る 訳語 に sde 　can ，

’

phreng　ba　can ，
　 bzo

sbyangs の 3 種が ある こ とを指す もの で あ る． こ れ らの 3種が全 て現存 して い る こ

とは， 筆者の 調査 に よ り明 らか とな っ て い る． カ ンギ ュ ル の 系統 とあわ せ て
一

覧

に して 示す と以 下の 通 りで ある． 梵語原典の 相違 に 基づ く分類 は備 考に 記す．

［表 1　チ ベ ッ ト語訳 『八 千頌』諸本 にお ける梵語 s
’
rerika に対する訳語

一
覧］

カ ン ギ ュ ル 系統 諸 本       備 考

［L］ gzo　5加砌 99 gzo吻 砌 95 gzo 吻 砌 9 系統 A

テ ン パ ン マ ［T］ 解 o 吻 αη95 解 o 吻 αη9∫ gzo 吻 α刀9 系統 A

［S］ ρ肋 η9 わα c砌 ρ加εη9 ゐα c翩 助 卿 9 ゐα c αη 系統 B

［C］ P 加劭 9 ゐα c αη 助   η9 ろooo η P加 εηgb α c αη 系統 B
ツ ェ ル パ

［P］ ρ加8刀9 加 伽 助 厂ε刀9 加 c 砌 助 厂召η9 加 c αη 系統 B

［D ］ P漉 η9 わoc α η 助 陀 η9 わα c 硼 助 rθ刀9 わα c α刀 系統 B
混合

［N ］ 助 脚 9 加 co 刀 助 r召刀9 加 c 砌 助 r2η9 わα ω η 系統 B

［Fa］ ρ漉 η9 加 co η 助 rθη9 うα 6 αη 助 厂朋 9 加 cαη 系統 B

独立 ［Fb］ ρ加 η9 加 oo η ン傭 η9 わoc 砌 助 紹 η9 加 oo η 系統 B

匚Fc］ ∫∂2cαη 望 o 吻 o η9 ∫ ろzo 吻 砌 95 系統 A

［Ht］ 5ぬ cαπ ∫4ε cαη 3飽 6硼 系統 B

単独本 ［K ］ 5虎 cαη 342c αη ∫飽 cαη 系統 A

［Tt］ ろzo 吻 仞 93 わzo 吻 αη93 わzo 吻 o η93 系統 A

　以上 の よ うに ， bzo　sbyangs の 訳語 をとる もの は主 と して テ ン パ ン マ 系 統，　Phreng
ba・can は ツ ェ ル パ 系統 と混合系統，そ して独立系統 となる．た だ し sde ・can は独立

系統 の カ ン ギ ュ ル ， そ して 単独本 と して の み 現存 して い る こ とが わ か る． また ，

梵語原典 に よ る分類 とあわせ る と， うzo 吻 翩 g3 は系統 A ，

’

phreng 　ba　can は系統 B

に属する もの と理解する こ とがで きる． ただ し sde 　can は例外的 に系統 A と系統
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（46） プ ダク写 本 カ ン ギ ュ ル 所収 『入千 頌般 若』 の 位置付 け （庄　司）

B の 両者に またが っ て い る こ とに なる，以 下 に 3 種の 成立順序に つ い て 考察する ．

　まず従来の研究に よれ ば， Library　of 　Tibetan　Works　and 　Archives（LTWA ）が所蔵

する 『八千頌』写本 No ．23476 が sde ・can で あ り， さらにその コ ロ フ ォ ン に 「カ マ

ラ シ ー ラ とペ ル ッ ェ ク訳」 とあ る こ とを根 拠 と して 3種 の 中で sde ・can が 最 も古

い もの で ある と理解 して い る 7）． こ の 点 に つ い て ，従 来の研 究で は未使用 の 資料

（匸K ］ と ［Ht］等） を用 い て検証す る と， 3 種の 中で 最 も古 い と考 え られ る もの は
，

前掲の 匸表 1］にみ られ る よ うに ， 古形 の 系統 A の 分類 と重 なる bzo　sbyangs とな

る．
一

方最 も新 しい もの は系統 B の 分類 と重 な る
’
phreng　ba　can で ある ， そ して ，

残 された sde 　ean で あ るが ， ［K ］は系統 A で あ るけれ ども ， ［Ht］ は系統 B で あ

る． つ ま り， sde 　can は bzo　sbyangs と
’
phreng　ba　can の ちょ うど中間に位置付けら

れ る もの と考 え られ る． また sde ・can に は梵語 原 典 が異 な る 旧 ・新二 種 （sde ・can  

と sde ・can   ）が存在す る こ とになる （後掲 の ［図 1］を参照）．

3． プ ダ ク 写本 ［Fc］ は bzo　sbyangs か sde 　can か

　さて，従 来の 研究 で は プ ダク写本 に収め られ る 3種 の 『八 千 頌』の 内 ， 第 3 番

目の ［Fc］ を bzo　sbワangs と して い る 8）． た しか に ［Fc］ の 第 1葉 に は
’

phags 　pa

brgyαsd 　stong 　pa　9Z2．Eebygt！＆1　bzhug　s．ho （下線筆者）と明記 され て い る 9）． た だ し，

先述 した梵語 舵 癬肋 は 経典 の 中で 3 回出て くるが ， そ れ らに対する訳語が ［Fc］

にお い て は統
一

され て お らず， 1 回 目の み sde ・can とし，2 回 目 は gno　sbyangst 　 3

回 目は bzo　sbyangs と して い る （前掲 の 匚表 1］ を参照）．

　と こ ろで 筆者は， すで にチベ ッ ト語訳 『八 千頌』諸本第 1 章の 比較対 照テ キス

ト （稿本）を作 成 した． 紙幅の都合上 ， こ こで の 例示 は控 えるが， その 中で ［Fc］

と ［K ］ とが近似する例が 多々 見 られ た
］°）．

　以上 につ い て ， sde 　can ，

’

phreng　ba　can ，
　 bzo　sbyangs の 3 種の 成立順序 とあわせ

て 考察す る． ［Fc］は 伽 吻 砌 g5 と sde ・can の 訳語 を持 ちなが ら
， その 他の 経文の

比較検討 に よ り， ［K ］ との 近似性 を指摘す る こ とが で きる こ とか ら，わzo 吻 砌 g5

と sde 　can の 中 問形態 で あ る可 能性 も考 え られ る． 他 の チ ベ ッ ト語訳 「八 千頌』

諸本 に は この よ うな訳語 の 不統一 は み られ ない ．

4． プ ダ ク写本 ［Fc］の 位置付 け

　とこ ろで ， プダク写本に は何故 3 本の 『八 千頌』（［Faコ，［Fb］，［Fc］）が 収め られ

て い る の で あろ うか ．従来の 研究に よれ ば ， プ ダ ク写本 カ ン ギ ュ ル 目録 には旧 ・
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プ ダク 写本 カ ンギ ュ ル 所収 『八 千頌般若』 の 位置付 け （庄　司） （47）

新の 2 種が あ り， そ して後者の 目録にお い て ， 3 種の 伝承 に つ い て 言及してい る

とい う
11）． こ の こ とか ら， 3 種 の 伝承 に基づ き 3 本 の 『八 千頌』 をお さめ た もの

と推定 され る が ， 実際の とこ ろ 3 本 の うち ［Fa］ と ［Fb］ は
’

phreng　ba　can で あ

り， ［Fc］は bzo　sbyangs と sde 　can の 中聞形態で ある と考えられ，3種の 全 て が プ

ダ ク写本 カ ン ギ ュ ル 内 に伝 え られ て い る わ けで は ない ．

5． まとめ

本稿 で 得 られ た成果 を ま とめ る と次の 通 りで ある．

（1）3種 の 伝承 の 成立順序 につ い て ：梵語原典 の 相違 に基づ く分類で あ る系統

　　A と重 な る bzo　sbyangs が最 も古 く， 系統 B と重 な る
’

phreng 　ba　can が 最 も

　　新 しい とい える ， sde 　can で あ る ［K ］ は系統 A ， ［Ht］ は系統 B で ある ．

　　この こ とか らsde 　can は bzo　sbyangs と
’
phreng　ba　can との 間に位置付けられる．

（2）プ ダ ク写本 ［Fc］は bzo　sbyangs か 5∂擁 αη か ：［Fc］は sde 　can と bzo　sbyangs

　　が混在 して い る． ［Fc］ と近い 経文 を有 する もの は sde 　can の ［K ］で あ る．

　　こ の こ とか ら ［Fc］ は わzo 吻 砌 g3 と sde ・can の 中問形態の 可能性が あ る．

（3）プ ダク 写本の 位置付け ： プ ダク 写本に 『八 千頌』が 3 本所収され て い るの

　　は， チベ ッ トの 伝承 に 従い そ の 3 種 をお さ め よ うと した もの と推 定す る．

　　そ もそ も何故同
一

経典が 3 種 ある の か とい うと，梵語原典の 自体に 改編 が

　　加 え られ， チ ベ ッ ト語へ の 初訳以後 に改訳す る 必要が 生 じた た め に 数種の

　　チ ベ ッ ト語訳 『八 千頌』が 流布 したの で あろ う． ただ し
， 現存 の プ ダ ク写

　　本に は
’

phreng　ba　can が 2 本収め られ て お り， 3 種全 て は 収め られ て い な

　　い ． 以上 を図示す る と次の 通 りで ある ．

［図 1　プ ダク写本 カンギ ュ ル 所収 『八千頌般若』の 位置付 け］

　 　 （  梵 語 原 典 の 相 違 ）　　　　　　　　 （  訳 語 の 相違）
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（48） プ ダク写本カ ンギ ュ ル所収 『八 千頌般若』の 位置付け （庄　司）

D 〈拡大般若経〉とは，漢訳で は玄奘訳 『大般若』の 初会か ら第五会 まで を指す （渡辺

　［2015］ を参照 ）．

2）庄司 ［2009］他拙稿 を参照．要する に， 『現観荘厳論』が 『二 万五千頌般若』に対す

　る注釈で ある こ とをふ まえる ならば
， 現存ネパ ー

ル 系梵本 『八 千頌』の 成立 は 『二 万

　五千頌』 よ りも後 とならなければ ならない ．こ の こ とは ，『八 千頌』の 成立 と展 開を考

　 えた場合， 『二 万五 千頌』等の 〈拡大般若経〉全体 との 関わ りにお い て 『八 千頌』 を扱

　 う必要が あるこ とを意味する．

3）庄司 ［2014］ を参照．

4）チ ベ ッ ト語訳 『八 千頌』 は ，前伝期 にお ける初訳の 後，数度に わ た り改訳が な され

　た こ とが 知 られ て い る．諸本 に よ っ て
一

様で は ない が ， 例 えばナ ル タ ン 版の コ ロ フ ォ

　ン に よ る と， （1）Sakyasenaと JfiAnasiddhiと Dha   at盃≦ila等 に よ る 初訳 の 後， （2）

　Subh細 itaとRin　chen 　bzang　po，（3）DTparpkaragrijfi5naと Rin　chen 　bzang　po，（4）Dipamkara一

　菖司顳 na と
’Brom 　rgyal 　ba

’i ’
byung　gnas， （5）

’Brom 　rgyal 　ba’i ’byung　gnas， （6）
’Brom 　rgyal

　ba’i’byung　gnas，　（7）　Blo　ldan　shes　rab ，　（8）zha 　lu　Chos　skyong 　bzang　po　（461b5−462a6）

　 に よっ て改訳 された とす る．現存する数種 の ヴ ァ
ージ ョ ン とこれ ら翻訳者 との 関連性

　 に つ い て は現 段階で は不 明で ある ．

5）庄 司 ［2014］ を参照．

6）Srepikaの エ ピ ソ
ー ドとは次の 通 りで ある ．　sacen 　nimittato 　grahhavya　abhavi §yan　na 　ceha

　  9repikab　parivr5jakah≦raddham 　alapsyata 　l　tatra　hi   ≦rerPikal） Parivr醐 （ah 　sarvajfia −

jfiane’dhimucya 忌raddh 巨
’

nus 而 prade≦ikena　jfianenavatirPall　l．．．atra 　padaparyaye  

　6re口ikah　parivr勾ako
’dhimuktab（Wogihara　［1932− 1935：50．15−5　L　l　3］）．

7）Torricelli・and ・Dudka ［1999：33］より転載する と次の 通 りである，　 rgya 　gar　gyi　m   an　po

　ka　ma 　ra　shi 　la　dang ！zhu 　chen 　gyi　lo　tshtsa　ba　ban　de　dpal　rtsegs　kyi　sgyur 　cing 　zhus 　te　btan　la

phab　pa　las　slad 　kyi　phan　ti　ta　dliarma　shri　bra［sic ］　tra　dang　f　zhu 　chen 　gyi　lo　tsha　ba　dge　slong

　rin 　chen 　bzang　Pos　legs　bcos　te　shing 　btan　la　phab　pa
，

o 〃（fol、350a8）．

8）Tonicellj　and 　Dudka ［1999］，庄 司 ［2014］ を参照，

9）ただ しこ の メ モ はい つ 誰 に よる もの か不 明．なお，同様の メ モ は ［Fa］ と ［Fb］ に

　もみ られる． ［Fa］の 第 1葉 表に は brgyad　stong 　pa　Phreng　ba　can 　bzhug　s．ho〃 dge　’o　1〃1

　と ［Fb］の 第 1葉表には
’
phags　pa 　btgyad　stongpa 　．le1hl1lgeg−Cle−geeb　 bzhugs　lags　so ！／とある、

10）庄司 ［2012：287−487］を参照．またその pdf フ ァ イル （A ・text・collated ・with ・old ・and 　new

　Tibetan　A ＄tasahasrika　Prajfifipdramita） は academia ．edu に て ダ ウ ン ロ
ー

ド可 能 で あ る

　（https：11rissho．academia ．edu1FumioShoji ）．

11） Samtenに よ れば，旧 目録 ：aCt（ar 　cha　grin　chen
’
phreng　ba （1696− 1706），新 目録 ：

　bKa”
9yur　rin　po　ehe 　

’i　dhar　chag 　gsal　ba　
’i〃me 　long （1708）で ある （Samten ［lgg2： ll6］）．

〈一次文 献〉

チ ベ ッ ト語 訳 『八千頌般若』 （
’Phags　pa　shes 　rab 　kyi　pha 　rol 　tU　phyin　pa　brgyad　stongpa ）

　ツ ェ ル パ 系統 ： Cone
，
　no ，1001

，
vol ．77 （C ）；Peking，

　n ・．734
，
　vol ．48 （P）．

　テ ン パ ン マ 系統 ； Sher　dkar（London），
　no ．647

，
　vol ．101 （L）；sTog 　palace

，
　no ．15，

　vo1．50（S）；
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The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoclatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 二　St二udles

プ ダク写本カ ン ギ ュ ル 所収 『八 千頌般若』の 位置付 け （庄　司） （49）

　 Tokyo 　T6y6 　Bunko
，
　no ．31

，
vo1 ．44 （T）．

混合系統 ：Derge
，
　no ．12

，
　vo1 ．33 （D ）；Lhasa ，

　no ．　l　l，
　vo1 ，29 （H ）．　sNar 　thang，

　no ．13，
　voL 　33

　劔）；Urga，
　no ．12，　Tome 　33（U）．

独立系統 ：　Phug　brag
，
　no ．838（Fa）；Phug　brag，　no ．839（Fb）；Phu9　bra9，　no ．840（Fc）．

単独本 ：多田等観将 来花巻市博物館所蔵写本 （H の ：河口 慧 海将 来東洋文庫所蔵写本，

　n ・．334 （K ）；多田等 観将 来東京大学 文学 部所蔵 写本 （Tt）．

〈二 次文献〉

辛嶋静志 2014 「大乗仏教 とガ ン ダ
ー

ラ ： 般若経 ・阿弥陀 ・観音」『創価大学国際仏教学高

　等研究所年報』 17：・449−485，

庄司史生 2009 「チ ベ ッ ト語訳 『八千頌般若波羅蜜多』の 系統分類 とその 基準」『仏教 史学

　研究』52 （1）： 1−22 （L）．

　　　 2012 『
『
入 千頌般若経』 の 研究

一
その 形成 と思想　　』学位請求論文 （立正大学）．

　　　 2014 「チベ ッ トに伝 えられ る三 種 の 『八 千頌 般 若』 に つ い て 」『印仏 研』 63 （1）：

　（93）一（98）．

渡辺章悟 2015 「般 若経の 諸文献 序」小 峰彌彦 ・勝崎裕彦 ・渡辺章悟編 『般若経大全』春

　秋社 ，
3−23，

Samten
，
∫ampa ．1992．“ Preliminary　Notes　on 　the　Phug −brag　bKa ’一’gyur： AUnique 　Edition　of 　the

　Tibetan　Buddhist　Canon．
”In　voL 　l　Qf 　Tibetan　Studies： Proceedings　of 　the　sth　Seminar　of 　the

　International　Associationノ〜）r 　Tibetan　Studies　Narita　1989 ，
　ed ，　Ihara　Sh6ren　and 　Yamaguchi

　Zuih6
，
115−120．　Narita：　Naritasan　Shinsh（’ji．

T｛）rricelli
，
　Fabrizio

，
　and 　Nickolai　N ．　Dudka ．1999．“ Manuscript　LTWA 　No ．23476 ：

‘

sDe 　can
’

　 Sample　of 　the　brGyad　stong 　pa．
”The　Tibet　Journal　（summer ）　24 （2）：29−43．

Wogihara
，
　Unrai

，
　ed ．1932−1935．肋 傭 α〃2砂 伽 微 顳 10舷 Pr姻   δ厂αη2緬 麺 物 δ．　Tokyo ：T6y6

　 BUIlko．

（平成 27 年度科学研究費補助 金 「若手研 究 （B ）課題 番号 26770023 ：般若経の 編纂過程 に

関する研究」に よる研究成果の
一

部）

〈キ ーワ ー ド〉 大乗経典， 『入千頌般若1，カ ン ギ ュ ル ，チベ ッ ト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（立正大学助教，博士 （文学））
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